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Ⅰ．背景・目的
　GIGA スクール構想では，１人１台端末等の

ICT 環境とこれまでの教育実践のベストミックス

を図り，主体的・対話的で深い学びの観点からの

授業改善の一層の充実が求められている（文部科

学省 2020）。

　１人１台端末の環境では，授業中に一人一人の

反応を把握することが可能であること，学習の履

歴が自動的に記録されること，各自の考えを即時

に共有し，共同編集ができることが可能である（文

部科学省 2020）。

　さらに，コロナ禍において，学校現場では急速

にオンライン授業への適応を求められ，さらに分

散登校における授業形態として，ハイブリッド型

授業やより柔軟に学習形態を選ぶことのできる

「ハイフレックス」への挑戦も行われている。し

かし，これらの実現に必要な授業設計・学習設計・

教室環境設計の工夫は見過ごされがちであること

が報告されている（杉森 2021）。

　看図アプローチは，授業設計等の工夫に役立つ

ツールである。これまでに，看図アプローチを活

用した「高校生物」の事例として，大学や動物園

と連携した授業実践が報告されている（溝上他 

2016，2018）。この中では，オンライン会議シ

ステム Zoom を用いた獣医師によるリアルタイム

の双方向の指導が実践されていた。

　本研究では，１人１台端末環境における看図ア

プローチを活用した高校生物におけるアクティブ

ラーニングの授業実践の１コマを紹介する。

Ⅱ．授業の実際
Ⅱ－ 1　授業者および学習者
　授業は「生物」の時間に筆者（溝上）が行った。

学習者は高校 3 年生 1 クラスである。
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概　要
　GIGA スクール構想では， ICT 環境と教育実践による授業改善の充実が求められている。本稿では，看

図アプローチを活用した高校生物の「生物多様性」に関する教材を開発し，1 人 1 台端末を利用した授

業実践モデルを構成した。「緑の橋」の写真の紹介文のタイトルを考えるワークを授業開始時と学習後

に実施した。この際，Jambord を利用し，一人一人の反応を即時に把握・共有することで，看図アプロー

チの効果を引き出すことができた。本稿で提案した授業は「GIGA スクール構想」の授業モデルになり

得るのと同時に，分散登校に伴うハイフレックス型授業へも対応可能な実践であることが示唆された。

1）熊本県立熊本北高等学校
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Ⅱ－ 2　授業の進め方
【ステップ１】「緑の橋」のワークシートを用いた

活動（1）

a） 「緑の橋」の写真（図 1）をプロジェクター

　で投影する

b） 写真と発問を記載した「緑の橋」のワーク

　シート（ワークシート１）を学習者に配付

　する

図１　「緑の橋」（イメージ）注

　以上の準備が整ったら，ワークシート１に書か

れている①の問いを投げかける。学習者は「授業

前」欄に自分なりの答えを記入後，１人１台端末

である Chromebook で，Jambord のデジタル付

箋に記入する（図 2)。なお，Jambord ファイル

には，あらかじめ「写真の文章のタイトルを考え

て，付箋に記入してみましょう！」という指示を

記入している。生徒がデジタル付箋に記入した後，

ペアで意見を共有させる。この間，授業者はデジ

タル付箋をいくつかのカテゴリーに分類する。

　①の解答として「自然と人工物の共存」「自然

との共存」といったものが最も多く出される。高

速道路が森の中を通っていることから，人工物を

自然に溶け込ませるための工夫であるという考え

方に至る生徒が目立った。また，橋の上まで草木

が育っている様子を根拠に「手入れのされていな

い橋」というように荒廃した橋だと考察する生徒

もいた。さらに，「生態系の分断を防ぐ橋」であ

ると答える生徒もいた。

「緑の橋」のワークシート
生物　授業プリント（表紙）５編　生態と環境
　　　　　　　
　　　　　年　　組　　号　　氏名

①写真が掲載されている文章のタイトルは何でしょう？

授業前（　　　　　　　　　　　　　　）

授業後（　　　　　　　　　　　　　　）

( 記入後，Jamboard に入力）

ワークシート１（「緑の橋」のワークシート）

図 2　「緑の橋」 の看図アプローチにおける授業開始時の Jambord の解答を授業者が分類
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　授業者は，学習内容を理解すると，写真の意味

がわかるようになることを伝えた。看図アプロー

チは，学習内容に関わる写真を使うことで，授業

開始時に診断的な評価で活用することが可能であ

る。さらに，同じ写真を学習後に利用することで，

学習内容の習得状況を総括的に評価することも可

能である。このため，ワークシート１中の発問①

に対する解答は授業前と授業後の２回記述しても

らった。

【ステップ２】「生物多様性を減少させる要因」の
ワークシートを用いた活動

c） ワークシート２「②ペアワーク（語句の確

認）」に関わる部分を紙芝居プレゼンテー

ション（KP 法，川嶋他 2016）で簡潔に解

説する（図３）。

d） 教科書の該当部分 1 ページを個人で理解し

　た後，ペアで 4 つの重要語句を説明し合う。 

e） ワークシート２「③グループワーク（内容の

理解）」に関わる部分を紙芝居プレゼンテー

ション（KP 法）で簡潔に解説する。

f) 教科書の該当部分を 4 人で 1 ページずつ分

担して個人で理解した後，内容を説明し合

う。

　筆者は，授業では，生徒自身が教科書を読み，

協同的に理解していくことを重視している。そこ

で，簡潔かつ短時間で説明を終わらせるために，

KP 法を利用した（図 3）。ここでは，要点を A3

用紙合計 15 枚にまとめたものを黒板にマグネッ

トで貼りながら説明した。詳細な知識を伝達する

のではなく，重要な概念を伝えることを意図した。

生物　ワークシート　　　　　　　
　　　　　年　　組　　号　　氏名

②ペアワーク（語句の確認）　

教科書を読んで，語句の内容を簡単に説明しペアで話し合おう！

■ 第１の危機（人間活動や開発）　　
■ 第２の危機（人為管理の減少）
■ 第３の危機（外来生物の影響） 　　
■ 第４の危機（地球温暖化）

③グループワーク（内容の理解）　

教科書を読み込んだ上で，説明し合おう！相互の質問やコメントで理解を深めよう

(1) 生息地の縮小と分断化　　　　       
　問：生育地の縮小や分断が起きると，なぜ個体数が減少するのだろうか？

(2) 人為管理の減少
　問：春植物が減少しているのは，春植物にどのような性質があるからか？

(3) 外来生物の影響
　問：外来生物の人間活動による導入は，なぜ問題なのだろうか？

(4) 地球温暖化，絶滅を加速させる要因
　問：絶滅を加速させる要因に共通することは何か？どのようにすれば予防できるか？

④振り返り～本日の重要語句～

各問への解答記述欄省略

　今日の授業の中で，重要語句を選ぶならば，何になりますか？理由も考えつつ
３つ選んでみましょう。この語句を用いて，今日勉強した中で大切なことをまと
めてみましょう。

ワークシート２

（「生物多様性を減少させる要因」のワークシート）

図 3　「生物多様性を減少させる要因」で利用した KP 法のシート ( それぞれ A3 用紙に印刷 )
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　ペアワークでは，じゃんけんで勝った方が「○

○は何ですか？」と尋ね，負けた方が回答するよ

うにした。グループワークでは，担当となったペー

ジを理解し，さらにワークシート２に記載してあ

る問いも説明できるように準備をさせた。その後，

互いに説明し合った。グループワーク等で不明点

が生じた場合には，適宜授業者が対応した。

　ここでは，生物多様性を減少させる 4 つの要

因として「人間活動や開発」「人為管理の減少」「外

来生物の影響」「地球温暖化」について学習した。

【ステップ３】「緑の橋」のワークシートを用いた
活動（2）

g） 図 1 の写真をプロジェクターで投影する。

h）ワークシート１の発問を，授業内容と関連

付けながら，再び考え，「授業後」の解答

欄に答えを記入する。（記入後，Jamboard

に入力）

i）「緑の橋」の写真の解説文の一部をプリント

して配付。その後，関連する記事の動画を

投影する（New York Times 2021）。

　「緑の橋」の写真が掲載されている文章のタイ

トルを，授業内容をもとに再度考えさせた。そし

て，答えを Jambord に入力した後，ペアで根拠

や考えたことを話し合わせた。その結果，「人為

管理の不足」と「分断防止」の 2 つの意見にお

およそ集約された（図 4）。

　「人為管理の不足」と答えた生徒は，人為管理

が不足した里山で生物多様性が失われている例等

と関連付けていた。「分断防止」と答えた生徒は，

同種集団である個体群が小さくなることや分断さ

れることで絶滅へとつながる例と関連付けてい

た。この時，2 つに意見が分かれたことで，話し

合いが活発になった。いずれの意見を持つ生徒も，

写真や学習した内容と関連付けることで，自身の

考えに自信を持っている様子が見て取れた。なお，

「自然への思いやり」とタイトルを付けた生徒の

主張は分断防止であったため，こちらへ分類した。

　互いの主張を聞いた上で，解答となる以下のよ

うな文章をプリントで配付した。

図 4　「緑の橋」の看図アプローチにおける授業前後の Jambord の解答を授業者が分類 
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分断された生息場所をつなぐ回廊

　分断された生息地では，隔離されたパッ

チを結ぶ生息場所の狭い帯または小さな一

連のかたまりからなる移動回廊が，生物多

様性を保全するうえできわめて重要にな

る。（中略）人が大規模に開発している地

域では，人工的な回廊がつくられることも

ある。たとえば，橋やトンネルをつくるこ

とによって，道路を横切ろうとして轢死（れ

きし）する動物の数を減らすことができる。

　移動回廊は，移動分散を促進し，減少

しつつある個体群での近親交配を減らす。

（略）

※『キャンベル生物学 原書 11 版』（池内

他 2018）より引用

　解答としては，「分断防止」が正解であり，こ

ちらを解答したグループは喜んだ様子を見せた。

一方で，今回は不正解だったが，「人為管理不足」

と答えた生徒の中から，人為管理不足の橋は存在

しているのではないかという意見も出された。

　この後，関連する記事の動画をプロジェクター

で投影した（New York Times 2021）（図 5）。動

物が実際に橋を渡る様子を見て，その役割の重要

性を確認することができていた。

図 5　野生動物の橋を渡る動画（イメージ）注

【ステップ４】振り返り～本日の重要語句～

j） ワークシート２の④で，本授業の学習内容

から重要語句を 3 つ選び，大切だと思ったこ

とを文章にまとめる。

振り返りでは，学習内容から，生徒自身が考え

る重要語句を 3 つ選び，その語句を使って学習

内容を自身の言葉でまとめる。

　本授業では，生物多様性を減少させる 4 つの

要因として「人間活動や開発」「人為管理の減少」

「外来生物の影響」「地球温暖化」について学習し

た。しかし，この中で，「人間活動や開発」に伴

う「生息地の減少と分断」と「人為管理の減少」

に言及する生徒が目立った。特にワークシート１

における①の「授業後」の問いで， 「人為管理の

不足」側を解答し不正解となった生徒は全員「人

為管理の不足」についてまとめていた。学習時の

経験と学習内容を強く結びつけている様子がうか

がえた。

　正解と不正解のそれぞれを経験した生徒の振り

返りの例を示す。

振り返りの例１（人為管理の不足を答えた生徒）

　人為管理がされなくとなると，植生の遷移

が進み，遷移に強い種のみが生き残り，適応

することができない種の生息地が減少するこ

とがある。生物多様性には，人為管理が重要

である。

振り返りの例 2（分断防止を答えた生徒）

生物多様性の減少には，土地利用による改編

で，生息地が減少したり，分断したりするこ

とで，生物の移動が妨げられることが原因と

なっている場合がある。逆に，人為管理が無

くなることで絶滅する種もいる。
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Ⅲ．分散登校に伴うハイフレックス型授業への対
応
　今回の実践は，全員が教室で受講することがで

きた。しかし，新型コロナウイルス感染症の拡大

防止の観点から，分散登校が実施されることもし

ばしばである。

　分散登校中の学びの保障の一環として，生徒双

方向の学習も可能なオンラインでの授業を実践し

ている。生徒は，オンライン，教室いずれの参加

の場合でも，Chromebook をオンライン会議シス

テム Zoom につなぐ。教員の説明は，オンライ

ンもしくは教室で聞く。その後生徒同士の，ペア

やグループでの学習は，あらかじめ決めておいた

ブレイクアウトルームに，それぞれ移動すること

で，通常時と同じ要領で進めることができる。こ

の方法では，教室とオンラインの受講者数はどの

ように変わっても対応可能であり，同質性を担保

することができる。さらに，オンライン会議シス

テムの機能を利用して録画した動画を YouTube

等でオンデマンド配信することで，双方向性は弱

まるものの時間を越えた参加も可能となる。この

ような授業形態は，オンラインとリアルのハイブ

リッド型であるのと同時に，いつでもどこからで

も参加可能であるフレックス型であるため，ハイ

フレックス型授業と呼ばれている（杉森 2021）。

　Jambord は，互いの意見をリアルタイムにオ

ンラインで共有することができるツールであるた

め，今回の実践も，オンライン会議システムと組

み合わせることで，ハイフレックス型授業として

実施することが可能である。

Ⅳ．考察と今後の課題
　本研究では，高校生物の「生物多様性」にお

ける看図アプローチを用いた教材を開発し，さ

らに 1 人 1 台端末を利用した授業実践を行った。

Jambord を利用することで，授業中に一人一人

の反応を即時に把握・共有し，カテゴリー分けを

するという ICT 環境を最大限に生かすことができ

た。

　ここで開発した教材や授業は高校生物授業に適

したものであるとともに，文部科学省の GIGA ス

クール構想で求められている ICT 環境とこれまで

の教育実践のベストミックスを図り，主体的・対

話的で深い学びの観点からの充実した授業に相当

するものである。

　この効果の顕著な例として，協同的に教科書を

学習する中で，教科書の記載の不十分な点や，図

や絵の誤りを生徒が指摘するということが，しば

しば起こる。この際，生徒は友人や教師と議論を

したり，根拠論文を読んだりするなど，より深い

学びを主体的に取組む姿が見られることもある。

実際に本単元の学習時にも，教科書に掲載された

図に対する問題点の指摘が生徒から出された。こ

の問題点を教科書会社に伝えたところ，編集者か

らは，「20 年以上前から教科書で使用されている

図で，このようなご指摘が，それも生徒さんから

あったのは初めてで感心している」という趣旨の

回答があった。

　本稿で報告した授業は「GIGA スクール構想」

の授業モデルになり得るものと思われる。今後，

これまで積み重ねてきた看図アプローチの授業実

践と，ICT 利点である，一人一人の反応の把握や

学習履歴の自動的記録，各自の考えの共有や共同

編集を組み合わせた授業を開発し，実践していく

ことが GIGA スクール構想の成功には必要不可欠

である。
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